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(57)【要約】
【課題】機能性膜を成膜しなくてもバンドパスフィルタ
ーとしての機能を発現させることが可能な樹脂組成物を
提供する。
【解決手段】硬化性樹脂と無機充填材粒子を含有する樹
脂組成物であって、
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と
、無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線が互い
に交わることを特徴とする樹脂組成物。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化性樹脂と無機充填材粒子を含有する樹脂組成物であって、
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依
存性を示す曲線が互いに交わることを特徴とする樹脂組成物。
【請求項２】
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依
存性を示す曲線が、可視域において互いに交わることを特徴とする請求項１に記載の樹脂
組成物。
【請求項３】
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依
存性を示す曲線が互いに交わる波長における光透過率が、厚み０．５ｍｍで５０％以上で
あることを特徴とする請求項１または２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　硬化性樹脂が、光硬化性樹脂または熱硬化性樹脂であることを特徴とする請求項１～３
のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　体積％で、硬化性樹脂　２０～９５％、無機充填材粒子　５～８０％を含有することを
特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率ｎｄが１．４０～１．６５、アッベ数νｄが２５～６０で
あることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　無機充填材粒子の屈折率ｎｄが１．４０～１．６５、アッベ数νｄが４０～６５である
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　無機充填材粒子がガラスからなることを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載
の樹脂組成物。
【請求項９】
　無機充填材粒子の比表面積が１．５ｍ２／ｇ以下であることを特徴とする請求項１～８
のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　硬化した樹脂中に無機充填材粒子が分散してなる樹脂組成物成形体であって、
　樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線
が互いに交わることを特徴とする樹脂組成物成形体。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の樹脂組成物成形体からなることを特徴とするバンドパスフィルター
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バンドパスフィルターとしての機能を有する新規な樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガラス基板にバンドパスフィルターや反射防止膜等を成膜した機能性基板が提案
されている。このような機能性基板は、ディスプレイのカバーガラスやカメラの赤外線カ
ットフィルター等の種々のデバイス用の部材として利用されている。近年、デバイスの軽
量化を目的として、ガラス基板の代わりに樹脂基板が使用されつつある（例えば特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第２５４６２０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　基板への成膜は蒸着法やスパッタリング法等により行うことが一般的であるが、これら
の方法は高温プロセスを伴うため、成膜時における樹脂基板の耐熱性が問題になる。
【０００５】
　以上に鑑み、本発明は、機能性膜を成膜しなくてもバンドパスフィルターとしての機能
を発現させることが可能な樹脂組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の樹脂組成物は、硬化性樹脂と無機充填材粒子を含有する樹脂組成物であって、
硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依存
性を示す曲線が互いに交わることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の樹脂組成物は、硬化性樹脂と無機充填材粒子を含有し、それぞれの材料が各材
質に応じた屈折率を有している。ここで、各材料の屈折率差が小さいと樹脂組成物として
の光透過率が大きくなり、一方、各材料の屈折率差が大きいと樹脂組成物としての光透過
率が小さくなる。本発明者は、各材料の屈折率には波長依存性があることに着目し、硬化
後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依存性を
示す曲線が互いに交わる場合に、バンドパスフィルターとしての機能を有することを見出
した。つまり、各材料の屈折率差が小さい波長域では光透過率が大きくなり、一方、各材
料の屈折率差が大きい波長域では光透過率が小さくなる。このようにして、特定波長域の
光を選択的に透過するバンドパスフィルターとして機能させることが可能となる。
【０００８】
　本発明の樹脂組成物において、硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、
無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線が、可視域において互いに交わることが好
ましい。このようにすれば、可視域（例えば波長４００～８００ｎｍ）においてバンドパ
スフィルターとして使用することが可能となる。
【０００９】
　本発明の樹脂組成物において、硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、
無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線が互いに交わる波長における光透過率が、
厚み０．５ｍｍで５０％以上であることが好ましい。このようにすれば、バンドパスフィ
ルターとして機能しやすくなる。
【００１０】
　本発明の樹脂組成物において、硬化性樹脂として、光硬化性樹脂または熱硬化性樹脂を
使用することができる。
【００１１】
　本発明の樹脂組成物は、体積％で、硬化性樹脂　２０～９５％、無機充填材粒子　５～
８０％を含有することが好ましい。このようにすれば、所望のバンドパス特性が得られや
すくなる。
【００１２】
　本発明の樹脂組成物において、硬化後の硬化性樹脂の屈折率ｎｄが１．４０～１．６５
、アッベ数νｄが２５～６０であることが好ましい。
【００１３】
　本発明の樹脂組成物において、無機充填材粒子の屈折率ｎｄが１．４０～１．６５、ア
ッベ数νｄが４０～６５であることが好ましい。
【００１４】
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　本発明の樹脂組成物において、無機充填材粒子がガラスからなることが好ましい。ガラ
スは組成設計の自由度が高く、屈折率の波長依存性を調整しやすいため、所望のバンドパ
ス特性を有する樹脂組成物が得られやすくなる。
【００１５】
　本発明の樹脂組成物において、無機充填材粒子の比表面積が１．５ｍ２／ｇ以下である
ことが好ましい。このようにすれば、無機充填材粒子と樹脂との界面での光散乱を抑制す
ることができる。結果として、光透過率に優れた樹脂組成物が得られやすくなる。
【００１６】
　本発明の樹脂組成物成形体は、硬化した樹脂中に無機充填材粒子が分散してなる樹脂組
成物成形体であって、樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波
長依存性を示す曲線が互いに交わることを特徴とする。
【００１７】
　本発明のバンドパスフィルターは、上記の樹脂組成物成形体からなることを特徴とする
。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、機能性膜を成膜しなくてもバンドパスフィルターとしての機能を発現
させることが可能な樹脂組成物を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】硬化後の硬化性樹脂及び無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線、並びに
、樹脂組成物成形体の光透過率曲線を模式的に示すグラフである。
【図２】実施例におけるアクリル系光硬化性樹脂及びガラスビーズの屈折率波長依存性を
示す曲線、並びに、樹脂組成物成形体の光透過率曲線を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明の樹脂組成物は、硬化性樹脂と無機充填材粒子を含有する樹脂組成物であって、
硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依存
性を示す曲線が互いに交わることを特徴とする。
【００２１】
　図１は、硬化後の硬化性樹脂及び無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線、並び
に、樹脂組成物成形体の光透過率曲線を模式的に示すグラフである。図１に示すように、
硬化後の硬化性樹脂及び無機充填材粒子はいずれも屈折率に波長依存性を有している。こ
こで、硬化性樹脂の屈折率波長依存性は無機充填材粒子の屈折率波長依存性より大きくな
っており、短波長側では硬化性樹脂の屈折率は無機充填材粒子の屈折率より大きく、長波
長側では硬化性樹脂の屈折率は無機充填材粒子の屈折率より小さくなっている。このよう
にして、硬化後の硬化性樹脂の屈折率波長依存性曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依
存性曲線は交点Ｉで互いに交わっている。
【００２２】
　硬化後の硬化性樹脂及び無機充填材粒子の屈折率差の大きい短波長側及び長波長側では
、樹脂組成物の光透過率が小さくなっている。一方、硬化後の硬化性樹脂及び無機充填材
粒子の屈折率差が０となる交点Ｉ付近では、樹脂組成物の光透過率が大きくなっている。
つまり、図１で示される特性を有する本発明の樹脂組成物は、交点Ｉ付近の波長の光を選
択的に透過させるバンドパスフィルターとして機能する。
【００２３】
　交点Ｉの位置は、透過させたい波長域に応じて適宜調整することが好ましい。例えば、
交点Ｉを可視域に位置させることで、本発明の樹脂組成物を可視域においてバンドパスフ
ィルターとして機能させることができる。
【００２４】
　交点Ｉにおける光透過率は５０％以上、６０％以上、特に７０％以上であることが好ま
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しい。このようにすれば、バンドパスフィルターとして機能しやすくなる。一方、交点Ｉ
付近より短波長側及び長波長側における光透過率はなるべく低いことが好ましい。例えば
、本発明の樹脂組成物を可視域におけるバンドパスフィルターとして使用する場合、可視
域における光透過率の最大値（即ち交点Ｉにおける光透過率）は５０％以上、６０％以上
、特に７０％以上であることが好ましく、可視域における光透過率の最小値は４０％以下
、３０％以下、特に２０％以下であることが好ましい。
【００２５】
　硬化後の硬化性樹脂の屈折率ｎｄは特に限定されないが、一般に１．４～１．６５、さ
らには１．５～１．６の範囲にあるため、無機充填材粒子の屈折率ｎｄについても、１．
４～１．６５、さらには１．５～１．６の範囲とすることが好ましい。このようにすれば
、各材料の屈折率波長依存性を示す曲線が互いに交わりやすくなる。
【００２６】
　アッベ数νｄは屈折率波長依存性の指標となる。具体的には、アッベ数νｄが大きいほ
ど屈折率波長依存性が小さく（つまり屈折率波長依存性曲線の傾きの絶対値が小さく）な
り、アッベ数νｄが小さいほど屈折率波長依存性が大きく（つまり屈折率波長依存性曲線
の傾きの絶対値が大きく）なる傾向がある。よって、硬化後の硬化性樹脂と無機充填材粒
子のアッベ数νｄの差が大きいほど、各材料の屈折率波長依存性を示す曲線が互いに交わ
りやすくなる。また、バンドパス機能（特定波長域の光を選択的に透過させる機能）が向
上しやすくなる。具体的には、硬化後の硬化性樹脂と無機充填材粒子のアッベ数νｄの差
は５以上、１０以上、特に１５以上であることが好ましい。なお、硬化後の硬化性樹脂の
アッベ数νｄは一般に２５～６０、さらには３０～５０の範囲にあるため、無機充填材粒
子のアッベ数νｄは４０～６５、さらには４５～６０の範囲で適宜調整することが好まし
い。
【００２７】
　本発明で使用する硬化性樹脂は、光硬化性樹脂、熱硬化性樹脂のいずれであってもよい
。
【００２８】
　例えば光硬化性樹脂としては、重合性のビニル系化合物、エポキシ系化合物等種々の樹
脂を選択することができる。また単官能性化合物や多官能性化合物のモノマーやオリゴマ
ーが用いられる。これらの単官能性化合物、多官能性化合物は、特に限定されるものでは
ない。例えば、以下に光硬化性樹脂の代表的なものを挙げる。
【００２９】
　重合性のビニル系化合物の単官能性化合物としては、イソボルニルアクリレート、イソ
ボルニルメタクリレート、ジンクロペンテニルアクリレート、ボルニルアクリレート、ボ
ルニルメタクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシプロピルア
クリレート、プロピレングリコールアクリレート、ビニルピロリドン、アクリルアミド、
酢酸ビニル、スチレン等が挙げられる。また多官能性化合物としては、トリメチロールプ
ロパントリアクリレート、ＥＯ変性トリメチロールプロパントリアクリレート、エチレン
グリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、ポリエチレング
リコールジアクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジ
オールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ジシクロペンテニルジ
アクリレート、ポリエステルジアクリレート、ジアリルフタレート等が挙げられる。これ
らの単官能性化合物や多官能性化合物の１種以上を単独又は混合物の形で使用することが
できる。
【００３０】
　ビニル系化合物の重合開始剤としては、光重合開始剤及び熱重合開始剤が用いられる。
光重合開始剤としては、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン、１－ヒドロ
キシシクロヘキシルフェニルケトン、アセトフェノン、ベンゾフェノン、キサントン、フ
ルオレノン、ベンズアルデヒド、フルオレン、アントラキノン、トリフェニルアミン、カ
ルバゾール、３－メチルアセトフェノン、ミヒラーケトン等が代表的なものとして挙げる
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ことができ、これらの開始剤を１種または２種以上組み合わせて使用することができる。
必要に応じてアミン系化合物等の増感剤を併用することも可能である。熱重合開始剤とし
ては、ベンゾイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、ジクミルパーオ
キサイド、ジイソプロピルパーオキシジカーボネート、ｔ－ブチルパーオキサイド、アゾ
ビスイソブチロニトリル等が代表的なものとして挙げることができる。これらの光重合開
始剤又は熱重合開始剤の使用量は、ビニル系化合物に対してそれぞれ０．１～１０重量％
であることが好ましい。
【００３１】
　エポキシ系化合物としては、水素添加ビスフェノールＡジグリシジルエーテル、３，４
－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、
２－（３，４－エポキシシクロヘキシル－５，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘ
キサン－ｍ－ジオキサン、ビス（３，４－エポキシシクロヘキシルメチル）アジペート等
が挙げられる。これらのエポキシ系化合物を用いる場合には、トリフェニルスルホニウム
ヘキサフルオロアンチモネート等のエネルギー活性カチオン開始剤を用いることができる
。
【００３２】
　さらに液状光硬化性樹脂には、レベリング剤、界面活性剤、有機高分子化合物、有機可
塑剤等を必要に応じて添加してもよい。
【００３３】
　本発明で使用する無機充填材粒子は例えばガラスやセラミックスからなるものを使用す
ることができる。ガラスからなる無機充填材粒子としては、ガラスビーズ、ガラス粉末、
ガラスファイバー等が挙げられる。セラミックスからなる無機充填材粒子としては、セラ
ミック粉末、セラミックファイバー等が挙げられる。これらは単独又は混合して使用する
ことが可能である。特にガラスは組成設計の自由度が高く、屈折率の波長依存性を調整し
やすいため、所望のバンドパス特性を有する樹脂組成物が得られやすくなる。
【００３４】
　無機充填材粒子の光透過率は、本発明の樹脂組成物のバンドパスフィルターとして使用
する対象波長域において高いことが好ましい。例えば、本発明の樹脂組成物を可視域にお
けるバンドパスフィルターとして使用する場合、無機充填材粒子の可視域における光透過
率は５０％以上、６０％以上、特に７０％以上であることが好ましい。
【００３５】
　無機充填材粒子の形状は特に限定されず、球状、円柱状や角柱状等のロッド等が挙げら
れる。特に、無機充填材粒子が球状であると、比表面積が小さくなり硬化性樹脂との界面
が少なくなることから、樹脂組成物成形体の光透過率を向上させることができる。また樹
脂組成物の流動性が向上し、成形性が高まるという利点もある。上記の観点から無機充填
材粒子の比表面積は１．５ｍ２／ｇ以下、特に１ｍ２／ｇ以下であることが好ましい。な
お、ファイアポリッシュ等の方法で作製すれば、表面粗さの小さい表面仕上げが可能であ
り、無機充填材粒子の比表面積を小さくすることとができる。
【００３６】
　無機充填材粒子の粒度は、平均粒子径（Ｄ５０）が０．１～３００μｍ、１～２００μ
ｍ、特に３～１００μｍであることが好ましい。また最小粒子径は０．１μｍ以上、特に
０．５μｍ以上であることが好ましく、無機充填材粒子の最大粒子径は５００μｍ以下、
特に３００μｍ以下であることが好ましい。無機充填材粒子の粒度が小さいほど充填率を
高めることができる。しかし、樹脂組成物の流動性が低下して成形性が悪化したり、界面
泡（硬化性樹脂と無機充填材粒子の界面に存在する泡）が抜けにくくなる傾向がある。一
方、無機充填材粒子の粒度が大きいほど樹脂組成物における充填率が低下しやすくなる傾
向がある。なお無機充填材粒子の粒度はレーザー回折法により測定した値を指す。
【００３７】
　無機充填材粒子は、その表面がシランカップリング剤によって処理されていることが好
ましい。シランカップリング剤で処理すれば、無機充填材粒子と硬化性樹脂の結合力を高
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めることができ、より機械的強度の優れた樹脂組成物成形体を得ることが可能になる。さ
らに、無機充填材粒子と硬化性樹脂のなじみがよくなり、両者の界面に発生する泡が減少
して光散乱を抑制できるため、樹脂組成物成形体の光透過率を高めることができる。シラ
ンカップリング剤としては、例えばアミノシラン、エポキシシラン、アクリルシラン等が
好ましい。なおシランカップリング剤は、用いる硬化性樹脂によって適宜選択すればよく
、例えば光硬化性樹脂としてビニル系不飽和化合物を用いる場合にはアクリルシラン系シ
ランカップリング剤が好ましく、またエポキシ系化合物を用いる場合にはエポキシシラン
系シランカップリング剤を用いることが好ましい。
【００３８】
　さらに、バンドパス特性に影響を与えない範囲で他の無機充填材を添加してもよい。例
えば、酸化物ナノ粒子を樹脂組成物において１質量％以下の割合で添加してもよい。酸化
物ナノ粒子は可視光波長より小さい粒子であり、可視域において光散乱を発生しにくい。
酸化物ナノ粒子としてはＺｒＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２等が使用できる。
【００３９】
　無機充填材粒子がガラスビーズ等のガラス粒子からなる場合、その組成としては、Ｓｉ
Ｏ２－Ｂ２Ｏ３－Ｒ’２Ｏ（Ｒ’はアルカリ金属元素）系ガラス、ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３

－ＲＯ（Ｒはアルカリ土類金属元素）系ガラス、ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３－Ｒ’２Ｏ－ＲＯ
系ガラス、ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３－Ｂ２Ｏ３－Ｒ’２Ｏ系ガラス、ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３

－Ｂ２Ｏ３－Ｒ’２Ｏ－ＲＯ系ガラス、ＳｉＯ２－Ｒ’２Ｏ系ガラス、ＳｉＯ２－Ｒ’２

Ｏ－ＲＯ系ガラス等が挙げられる。
【００４０】
　ガラス粒子を構成するガラスの具体例としては、例えば質量％でＳｉＯ２　４０～８０
％、Ａｌ２Ｏ３　０～３０％、Ｂ２Ｏ３　０～２０％、ＣａＯ　０～４０％、Ｎａ２Ｏ　
０～３０％、Ｋ２Ｏ　０～３０％、Ｌｉ２Ｏ　０～１０％、ＴｉＯ２　０～１５％、Ｎｂ

２Ｏ５　０～２０％、ＷＯ３　０～２０％、Ｆ　０～１０％を含有するものが挙げられる
。
【００４１】
　ガラス粒子の着色を抑制するために、ガラス組成中のＦｅ２Ｏ３、ＮｉＯ、Ｃｒ２Ｏ３

及びＣｕＯの含有量が合量で１質量％以下、０．７５質量％以下、特に０．５質量％以下
であることが好ましい。
【００４２】
　またガラス組成中のＬａ２Ｏ３、Ｇｄ２Ｏ３、及びＢｉ２Ｏ３の含有量は合量で２０質
量％以下、１５質量％以下、特に１０質量％以下とすることが好ましい。これらの成分の
含有量が多すぎると、着色しやすくなる。また、屈折率が高くなりすぎて、硬化後の硬化
性樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、無機充填材粒子の屈折率波長依存性を示す曲線
が互いに交わりにくくなり、バンドパスフィルターとして機能しないおそれがある。
【００４３】
　また環境上の理由から、ガラス組成中の鉛、アンチモン、ヒ素、塩素、硫黄の含有量は
合量で１質量％以下、０．５質量％以下、特に０．１質量％以下とすることが好ましい。
【００４４】
　本発明の樹脂組成物における硬化性樹脂と無機充填材粒子の混合割合は、体積％で、硬
化性樹脂　２０～９５％、無機充填材粒子　５～８０％であることが好ましい。より好ま
しくは、硬化性樹脂が３５～９５％、４０～９０％、特に４５～８５％であり、無機充填
材粒子が５～６５％、１０～６０％、特に１５～５５％である。無機充填材粒子の割合が
高すぎると、樹脂と接着する表面積が少なくなり、機械的強度が低下する傾向がある。ま
た樹脂組成物の粘度が高くなり過ぎて成形性が低下しやすくなる。一方、硬化性樹脂の割
合が高すぎると、バンドパスフィルターとしての機能が発現しにくくなる。
【００４５】
　本発明の樹脂組成物を例えばシート状に成形することにより樹脂組成物成形体が得られ
る。このようにして得られた樹脂組成物成形体はバンドパスフィルターとして機能させる
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ことができる。例えば、本発明の樹脂組成物成形体からなるバンドパスフィルターを、蛍
光体を含む発光部材の発光面上にカバー部材として配置し、発光特性を調整することが可
能である。また、樹脂組成物中に蛍光体を含有させることにより、樹脂組成物成形体に発
光特性を付与させても良い。
【００４６】
　本発明の樹脂組成物成形体は、上述したような光透過特性に起因して、特徴的な外観を
有する。よって、この特徴的な外観を利用して装飾部材等に利用することも可能である。
この場合、以下のような方法（光造形法）を用いて立体造形を行うことにより、所望の形
状を有する立体造形物を容易に作製することが可能となる。
【００４７】
　まず光硬化性樹脂を含む樹脂組成物からなる１層の液状層を準備する。例えば液状の樹
脂組成物を満たした槽内に造形用ステージを設け、ステージ上面が液面から所望の深さ（
例えば０．２ｍｍ程度）となるように位置させる。このようにすることで、ステージ上に
液状層を準備することができる。
【００４８】
　次に、この液状層に活性エネルギー線、例えば紫外線レーザーを照射して光硬化性樹脂
を硬化させ、所定のパターンを有する硬化層を形成する。なお活性エネルギー線としては
、紫外線の他に、可視光線、赤外線等のレーザー光を用いることができる。
【００４９】
　続いて、形成した硬化層上に、樹脂組成物からなる新たな液状層を準備する。例えば、
前記した造形用ステージを１層分下降させることにより、硬化層上に樹脂組成物を導入し
、新たな液状層を準備することができる。
【００５０】
　その後、硬化層上に準備した新たな液状層に活性エネルギー線を照射して、前記硬化層
と連続した新たな硬化層を形成する。
【００５１】
　以上の操作を繰り返すことによって硬化層を連続的に積層し、所定の立体造形物を得る
。
【実施例】
【００５２】
　以下に、本発明を実施例に基づいて詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定
されるものではない。
【００５３】
　（アクリル系光硬化性樹脂の作製）
　まずイソホロンジイソシアネート、モルホリンアクリルアミド及びジブチル錫ジラウレ
ートをオイルバスで加熱した。グリセリンモノメタクリレートモノアクリレートにメチル
ヒドロキノンを均一に混合溶解させた液を投入し、撹拌混合して反応させた。ペンタエリ
スリトールのプロピレンオキサイド４モル付加物（ペンタエリスリトールの４個の水酸基
にプロピレンオキサイドをそれぞれ１モル付加したもの）を加え、反応させて、ウレタン
アクリレートオリゴマーとモルホリンアクリルアミドを含む反応生成物を製造した。
【００５４】
　得られたウレタンアクリレートオリゴマーとモルホリンアクリルアミドに、モルホリン
アクリルアミド、ジシクロペンタニルジアクリレートを添加した。さらに、１－ヒドロキ
シシクロヘキシルフェニルケトン（光重合開始剤）を添加し、無色透明なアクリル系光硬
化性樹脂を得た。なお、原料の調合比を適宜変更することにより、表１に示す２種類のア
クリル系光硬化性樹脂を作製した。
【００５５】
　（ガラスビーズの作製）
　質量％で、ＳｉＯ２　５２％、Ａｌ２Ｏ３　１４％、Ｂ２Ｏ３　７％、ＭｇＯ　０．５
％、ＣａＯ　２５％、ＳｒＯ　０．５％、Ｎａ２Ｏ　０．８％、Ｋ２Ｏ　０．２％を含有
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するガラス組成となるように調合した原料を溶融し、成形した後、粉砕することによりガ
ラス粉末を作製した。得られたガラス粉末を酸素バーナーの火炎中に投入することにより
球状に成形した。その後、分級をすることで平均粒子径９μｍ、比表面積０．６ｍ２／ｇ
のガラスビーズを得た。
【００５６】
　（樹脂組成物の作製）
　体積％で、アクリル系光硬化性樹脂７０％、ガラスビーズ３０％となるように混合し、
３本ローラーにより混練を行うことにより樹脂組成物を得た。得られた樹脂組成物を２枚
のスライドガラス（日本地下学社製、厚み１．３ｍｍ）の間に厚み０．５ｍｍとなるよう
挟持し、５００ｍＷ、波長３６４ｎｍの紫外光を照射して、樹脂組成物を硬化させた。こ
れにより、厚み０．５ｍｍの樹脂組成物硬化物を得た。
【００５７】
　（特性評価）
　硬化後のアクリル系光硬化性樹脂及びガラスビーズの屈折率を屈折率計（島津デバイス
製　ＫＰＲ－２０００）を用いて測定した。アッベ数はＦ線（波長４８６．１３ｎｍ）、
ｄ線（波長５８７．５６ｎｍ）、Ｃ線（波長６５６．２７ｎｍ）の各波長における屈折率
の値を用いて、アッベ数νｄ＝｛（ｎｄ－１）／（ｎＦ－ｎＣ）｝の式より算出した。結
果を表２に示す。また、図２に各材料の屈折率波長依存性を示す曲線（破線）を示す。
【００５８】
　上記で得られた樹脂組成物硬化物について、可視域における光透過率を分光光度計（島
津製作所製ＵＶ－３１００）により測定した。図２に光透過率曲線（実線）を示す。
【００５９】
【表１】

【００６０】
　図２から明らかなように、実施例の樹脂組成物硬化物は、硬化後のアクリル系光硬化性
樹脂の屈折率波長依存性を示す曲線と、ガラスビーズの屈折率波長依存性を示す曲線が互
いに交わっており、両曲線の交点付近の波長域における光を選択的に透過した。一方、比
較例の樹脂組成物硬化物は、硬化後のアクリル系光硬化性樹脂の屈折率波長依存性を示す
曲線と、ガラスビーズの屈折率波長依存性を示す曲線が交わっておらず、可視域において
光透過率がほぼ一定であった。
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